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能生中学校区で実現させたい学びの姿 

     自分の考えをもち 進んで伝え合い 高め合う子 
 

今年度も、能生中学校区の小・中学校は子どもたちのよりよい成長を目指して、学校・家庭・地

域の連携を深めて参ります。それぞれの役割と責任を理解して、協働して子どもたちの成長を支え

ていきましょう。保護者、地域の皆様には小中学校の共通取組にご理解とご協力を賜りますようお

願いします。今年度の具体的な取組を以下に紹介します。(裏面のグランドデザイン参照) 

 

                     
  
 健康育成部 学習指導部 生徒指導部 

主
な
取
組
や
日
程
な
ど 

・中学校区の保健、健康に関す

る指導の具体策や改善策の検

討と実践 

 

 

 

・保健、健康に関わる関係機関

や家庭・地域との連携、環境

の醸成 

・メディアコントロールや就寝

時刻等生活リズム改善のため

の取組 

・各校で学校保健委員会の実

施、情報共有 

 

 

・体育主任を中心とした体力向

上の取組と、他校と連携した

活動 

（陸上などで合同練習） 

・中学校区の学力実態を踏まえ

た具体策・改善策の検討と実

践 

 

 

 

・「主体的・対話的で深い学び」

を実現する授業改善に向けた

取組の連携、授業公開等を実

施 

・同和教育の授業公開 

・ICTを活用した授業改善 

・キャリア教育プランの作成と

実施 

 

 

 

 

・中学校区全体のいじめや不登

校に関する具体的な課題解決

策、改善策の検討と実践 

・生徒指導に関する情報交換と

課題解決への対応 

・児童生徒の発達段階に応じた

ソーシャルスキルトレーニン

グの計画的実施 

・夏休みのきまりについての確

認や情報交換 

・いじめ見逃しゼロスクール集

会の計画・実施 

 

 

 

 

・冬休みのきまりについての確

認や情報交換 

・中１ギャップ解消に向けた情

報共有 

今年度は「かがやき通信」を５回発行予定。能生中学校区の取組の様子を紹介していきます。 

 

 

能生中学校区の子どもたちの健やかな成長を目指して 

能生中学校区連携だより 

3つの組織が「実現させたい学びの姿」を目指し、連携して取り組みます。 

＜５月・９月＞★かがやき週間の取組を推進 
【共通取組項目】・メディア接触時間 ・家庭学習時間 

＜11月＞ 
★能生中学校区いじめ見逃
しゼロスクール集会 

  かがやき週間の取組結果の集約とまとめ 

 

５月 29日（水） 

能生中学校区 

小中連絡協議会総会 

（於：能生中学校） 



 

令和６年度 能生中学校区魅力ある学校づくりに向けたグランドデザイン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能生中学校区で実現したい学びの姿 

自分の考えをもち，進んで伝え合い，高め合う子 

学びからの 

アプローチ 

健康からの 

アプローチ 

Ⅰ 

望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の
習
慣
づ
く
り 

・
「
早
寝
早
起
き
お
い
し
い
朝
ご
は
ん
」
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
適
切
な
付
き
合 

い
方
に
つ
い
て
の
啓
発
・
情
報
提
供 

・
年
二
回
の
か
が
や
き
週
間
の
実
施
と
結
果
分
析 

Ⅱ 

健
康
で
た
く
ま
し
い
体
づ
く
り 

・
学
校
間
で
行
う
合
同
体
育
の
実
施
（
陸
上
競
技
・
ボ
ー
ル
運
動
） 

・
体
力
向
上
の
た
め
の
指
導
用
資
料
の
共
有
と
蓄
積 

 

安定した人間関係づくり 
からのアプローチ 

Ⅰ 

安
心
し
て
学
べ
る
学
級
、
学
校
づ
く
り 

・
小
中
合
同
生
徒
指
導
部
会
に
よ
る
情
報
・
行
動
連
携 

・
ICT

機
器
、
Web

配
信
を
活
用
し
た
小
・
小
連
携
、
小
・
中
交
流
の
実
施 

・「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
」
や
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど 

児
童
生
徒
が
主
体
と
な
る
活
動
の
計
画
的
・
継
続
的
な
実
践 

 

○保護者との共通理解に基づく実践（かがやき通信の発行） 

○児童生徒が主体となった自立的な活動の推進 

○学校・家庭地域と連携した活動の推進 

Ⅰ 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
授
業
改
善 

 

・
「
授
業
改
善
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
基
づ
く
授
業
改
善 

・
ICT

を
活
用
し
た
授
業
改
善 

・
「
能
生
中
学
校
区
教
師
の
心
得
」
の
継
続 

Ⅱ 

基
礎
学
力
の
定
着
と
集
中
力
の
向
上 

・
「
音
読
・
ま
す
計
算
・
漢
字
学
習
」「
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
の
推
進 

Ⅲ 

確
実
な
学
習
習
慣
づ
く
り 

・
家
庭
学
習
の
計
画
づ
く
り
と
評
価
を
通
し
た
学
習
の
量
・
質
の
向
上 

・
年
二
回
の
か
が
や
き
週
間
の
実
施
と
結
果
分
析 

Ⅳ 
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
、
ふ
る
さ
と
糸
魚
川
か
ら
学
び
、
実
現

さ
せ
る
力
の
育
成 

・
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む
「
能
生
中
学
校
区
キ
ャ
リ
ア
教
育
取
組
プ
ラ
ン
」
の

作
成
と
実
施 

健康育成部 学 習 指 導 部 生徒指導部 


